
雑草病害の収集と雑草防除に利用可能な植物病原糸状菌の探索

目 的
農作物の生産過程において，雑草における被害は大き

く，収量の減少・品質の低下に大きな影響を与えている．

現在，雑草の防除にはさまざまな防除法が開発されてい

るが，効果・省力・コストの面で優れている化学合成農

薬を用いた化学的防除法が多く用いられている．しかし，

化学的防除のみに依存することは薬剤耐性雑草の出現や，

化学物質による生態系の撹乱，環境汚染などが懸念され

ている．また，雑草は「①作物に直接作用してその生育

を阻害し，収量・品質を減少させる．②雑草のなかには

作物に有害な昆虫，土壌線虫，病原菌，ウイルスの宿主

や越冬場所になるものがある．」などの理由から防除する

必要がある．

近年，微生物を用いた雑草防除の研究がいくつか行わ

れており，Alternaria属菌を用いた侵入雑草の防除（Sheng

et. al.,２０１０）や Fusarimu 属菌を用いたイヌビエの防除

（Mohammad et. al.,２０１１）に関する研究が盛んに行われて

いる．

そこで本研究では島根大学周辺における雑草病害の調

査と雑草防除に利用可能な病原菌の探索を行った．

材料と方法
雑草病害の収集及び保存

島根県松江市の島根大学構内及びその周辺で２０１０年６

月～２０１１年３月に雑草に発生している病徴を示めしてい

る雑草を採取した．採取した雑草はスキャナーを用いて，

記録・保存した．また，採取した雑草は水分を取り除く

ために雑誌等に挟み，シリカゲルを入れたプラスチック

容器内で保存した．水分が取り除いた後に押し葉標本と

した．

雑草からの菌の分離，保存及び同定

雑草に形成された病斑部分を小片に切り分け，クロラ

ムフェニコール入りジャガイモ煎汁寒天培地（PSA培地）

に移植し，菌を分離した．分離した菌は－２０℃で保存した．

PSA培地上で容易に胞子形成された分離菌を対照に宿

主への接種による病原性試験を行った．５×１０５spores／ml

に調整した胞子を採取した植物に接種し，病原性を確認

した．病原性が確認された分離菌について DNAの ITS

領域による同定を行った．

結果及び考察
島根大学周辺を中心に病気に感染している雑草を採集

して，糸状菌を分離した結果，病徴が観察される雑草を

７１種類採取した．そこで，７３種類のうち１７種類（ツワブ

キ，チガヤ，ヤブカラシ，カモジグサ，フキツタ，スス

キ，クズ，イタドリ，タンポポ，ヒメジョン，セイタカ

アワダチソウ，タビラコ，ササ類，コバンソウ，アオゲ

イトウ，ブタクサ）から糸状菌を分離した結果，１５２菌株

が分離された．分離された菌株について分離に用いた植

物への病原性を確認した結果，イタドリ及びタンポポか

ら分離された菌株の中に病原性を示す菌が認められた．

病原性を示したこれらの菌株はそれぞれ，Phoma 属菌及

び Colletotrichum 属菌であった．イタドリに感染する

Phoma 属菌及びタンポポに感染する Colletotrichum 属菌

については報告がなく，病原性範囲についても詳しく調

査する必要がある．
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